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はじめに

北上川下流は、北上川、旧北上川、江合川、新江合川などからなり、水源と

して地域の産業を支えるとともに、水の調整に様々な知恵と工夫を重ね発展し

てきた「大崎耕土」の景観や文化を生み出してきました。

北上川河口部はヨシ刈りやヨシ焼き、シジミ漁が行われ、地域の生業の場と

なっており、「日本の重要湿地５００」、「日本の音風景１００選」、「重要

な里地里山５００」、「東北生態系ネットワーク」の形成拠点に選ばれるなど、

保全すべき貴重な生態系を保持しており、継承すべき人と自然とのふれ合いの

場でもあります。

一方、北上川下流では、１０年に及ぶ東日本大震災からの復旧・復興事業が

完了しましたが、震災で消失したヨシ原の回復は32％（令和5年時点）に留ま

り、ヨシ刈りが可能な面積は震災前の半分程度に落ち込んでいます。また、震

災後、東北地方で唯一確認されている北限のヒヌマイトトンボの生息環境は、

広域的な地盤上昇等の影響により悪化の一途を辿っています。旧北上川下流部

は「かわまちづくり」によって賑わいを取り戻していますが、水系を通し人と

川との結びつきは希薄になっています。

本自然再生計画は、地域の生業の場であり、人と自然が育んできた貴重な北

上川下流の河川環境を未来へよりよい状態で継承するとともに、人と川との結

びつきをとり戻し持続可能な地域社会の実現を目的としています。

【備考】

自然再生事業は、国土交通省が行う水辺整備事業（かわまちづくり、水辺プラザ、水辺の楽

校）と同じく『総合水系環境整備事業』の一環として関係機関と協力して行うものです。東北

地方では右図に示す自然再生事業が行われています。

本計画書では、ヨシ原はヨシ群落とヨシ以外の抽水（水に浸る）植物群落を指します。

本計画書には、令和6年度のヒヌマイトトンボのモニタリング調査結果の一部も反映してい

ます。本種の位置情報は重要種保全の観点から明記していません。

Ợ ─

馬淵川自然再生事業
（H18～）

岩木川自然再生事業（H18～）

雄物川上流自然再生事業（H26～）

赤川自然再生事業
（H17～28）

北上川上流自然再生事業
（H19～R4）

北上川下流自然再生事業
【R4～計画検討、R6策定】

北上川下流部自然再生事業
（H19～R5）



１．自然再生計画と関連計画

¸ 北上川下流自然再生計画は河川環境の保全も目的とする「北上川水系河川整備計画（H30年6月）」の一環です。

¸ 自然再生計画は、流域治水、グリーンインフラ、生態系ネットワーク、ネイチャーポジティブ、ＳＤＧｓの推進も図ります。
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─

流域治水と本自然再生との共通項目（ ）
≤∕╣∙╣─ Ver2.0 R5

β河川を基軸とする生態系ネットワークの形成拠点となる主な水辺に「北上川のヨシ原」も

選定されている（東北生態系ネットワーク推進基本計画(案) H30年）。

生態系ネットワークと本自然再生との共通項目（）

╩ ≤⇔√ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ─√╘─ ⅝
↑ R2

動植物の生息・生育・繁殖環境の保全

景観の維持・保全 人と河川とのふれあいの場の確保

4.3 ─ ≤ ⌐ ∆╢

北上川水系河川整備計画（H30.6）の抜粋

5 ─ ⌐ ∆╢ 北上川河口域の環境保全 北上川下流

自然再生計画

●河川整備計画の実現

●流域治水の推進

●グリーンインフラの機能向上

●生態系ネットワークの形成

●ネイチャーポジティブ

●30ｂｙ30の推進

●SDGｓの推進

●地域連携・振興

●環境教育

SDGsと本自然再生の共通項目

グリーンインフラと本自然再生との共通項目（）
ꜜ◦ ─ ה ה ⌐╟╡ ─ ╙ ≢⅝╢⁹
ủ ─ ה
ủ ─ ꜜ◦ ╡ ⁸ ⅝ ™

כꜗ♅◒ꜝ♩☻ꜝfi▬fiⱨכꜞ◓ ≤ ─╟╡ ™ ╩ ⇔≡ H29

【解説】30by30

ネイチャーポジ

ティブに向け、

2030年までに陸

と海の30％以上

を健全な生態系

として保全する

目標



¸ 北上川下流は、北上大堰や分流施設等の治水事業、東日本大震災等の災害を経て、現在の自然環境が成立しています。

¸ 北上川は、生態系ネットワークの形成拠点となる貴重な湿地、かつ全国でも数少ないヨシ生産地であり、震災の被害からの回復過程にあります。

¸ 旧北上川は､石巻市街地より上流にはヒヌマイトトンボも生息するヨシ原が分布し､分流施設には魚道が整備されています。

¸ 江合川は、大崎平野を流れ、県内有数のアユ釣り場であり県管理区間には産卵場が分布しています。放水路である新江合川で鳴瀬川と繋がっています。

アユ産卵に適した平瀬

< >

翔鷹大橋

28.5km

< >< ה ─ H19 >

< ─ꜜ◦ >

夏：緑の絨毯。ヨシキリ類やヒヌマイト
トンボの生息環境となっている。日本
の重要湿地500に選定されている

冬：ヨシ刈り。全国でも数少ない
ヨシの生産地となっている

春：ヨシ焼き。季節の変化を
告げる風物詩となっている

秋：風でヨシが擦れ合う音は「残した
い日本の音風景」に選定されている

全国的にも有名なヒヌマイト
トンボの生息地であった
河口のヨシ原は震災で消失

β震災前（H20年6月） 砂州と砂丘植物群落が再形成中魚道を遡上する稚アユの群れ

L地区のヨシ原

J地区のヨシ原

< ─ꜜ◦ >

< 54 >

桶谷大橋の上流左岸の湿地

< >

荒雄橋

江合川の採草地

Ợ ─ ⌂

２．北上川下流の自然環境 概 要
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２．北上川下流の自然環境 環境の保全・再生・創出の取り組み

¸ H2年度から「河川水辺の国勢調査」(以下「水国」)により環境の基礎情報を定期的･継続的･統一的に収集・整理し、河川計画･整備･管理に活用し

ています。

¸ 河道掘削、樹木伐採、施設整備にあたっては、環境保全を目指した施工やモニタリング調査を行ってきました。

¸ 自然再生事業としては、北上川・旧北上川分流施設の魚道整備等を行い、魚類の遡上環境を改善しました。

¸ 震災後の復旧･復興事業でも様々な環境保全・創出を実施してきましたが、次ページ以降に示す汽水域における課題が残っています。

北上川下流部自然再生事業
【概要】
¸ 目的：分流地区において、河床低下による魚道機能の低下を受け魚類の遡上環境改善を図る。
¸ 内容：「北上川下流部魚道設計等検討委員会」を設置し、学識者･漁協･自治体等が意見を交わ

し、鴇波洗堰に新たな魚道を整備した。
¸ 事業期間：H19～H30 ● モニタリング期間：H19～R5
¸ 事業の効果：稚アユ、サケを含め、全8種の設計対象魚の遡上が確認された。

鴇波洗堰新設魚道

鴇波洗堰

開水路部

暗渠部 北上川

旧北上川

鴇波洗堰新設魚道

稚アユの遡上
（R5年6月）

サケの遡上
（R3年11月）

東日本大震災後の復旧・復興事業における環境保全・創出
【概要】
¸ 目的：復旧・復興事業では汽水域の動植物の生息・生育場の保全・創出を図る。
¸ 内容：「北上川下流生物環境検討会」を設置し、学識者・専門家からの指導・助言に基づき、環境

保全・創出を検討・実施・効果をモニタリングしながら、河川管理施設の復旧等を行った。
¸ 事業期間：H23～R3 ● モニタリング期間：H24～R4（ヨシ原、ヒヌマイトトンボは継続中）

排水樋門新設における環境保全・創出

水路中間部は素掘りとし、
水生生物の生息場へ

堤防嵩上げ工事でのヨシ原の保全

堤防側から施工
しヨシ原を保全。

新設魚道内の
観察窓から撮影

河道掘削における環境保全とモニタリング調査
【概要】
¸ 目的：江合川の河道掘削箇所5地区において、事前・事後のモニタリング調査を行い、環境保全

と河川管理の基礎資料を収集する。
¸ 内容：水生動物を保全する平水位掘削、重要種の移植、植生と底生動物のモニタリング調査
¸ 事業期間：H28 ● モニタリング期間：H28～H29

前谷地1

底生動物、魚類を保全
する平水位掘削

移植後モニタリングで確認
された重要種タコノアシ

前谷地1

事後モニタリングで確認
された重要種オオタニシ

10.2k

嵩上げ部分

北上川下流水国調査年スケジュール計画（抜粋）

河川水辺の国勢調査
【概要】
¸ 目的：河川を環境という観点からとらえた定期的、継続的、統一的な河川に関する基礎情報の

収集整備。
¸ 内容：魚類、底生動物、植物、河川環境基図、鳥類、両生類・爬虫類・哺乳類、陸上昆虫類等

の調査
¸ 調査実績：H2～調査を継続している。水系毎に調査項目が設定されており、10年で一巡する。

β魚類、底生動物、河川環境基図は5年毎の実施。

調査状況

鴇波洗堰新設魚道の整備

前谷地3
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⁷

H26 H27 H28 H30 R2 R3 R5 R7

⁷⁷ 0.0 51.0

⁷⁷ 0.0 35.0

⁷⁷ 0.0 30.5

⁷⁷
30.5
100.5

- - - - - - - - - - - -

⁷⁷ 0.0 80.0

⁷⁷ 0.0 95.0

⁷

ה

ה

(km)
∆╢

ⱶ♄ה

ꜟכꜙ☺◔☻

H29H24 H31H23 H25

ה

ה

R6R4
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３．北上川下流の課題と自然再生の必要性 河川環境管理シートの活用と区間設定

¸ 河川環境管理シート（以下「環管シート」）を震災前（H20）、震災後（H25,30）、現況（R5）で作成し、環境面の課題が多い区間を抽出しました。

¸ 環管シートにおいて、東日本大震災の影響が残る北上川と旧北上川の汽水域が対応の必要性が高い区間として抽出されました。

¸ 汽水域の自然再生の計画区間は、北上川は河口～北上大堰（17.2k）、旧北上川は7～16k（市街地と農耕地が多い区間を除く）に設定しました。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 2 2 0 0 0 1 3 -1 4 1 3 3 4 3 3 2 1 3 4 0

-3 -2 -2 -4 -4 -4 -3 -1 -5 0 -3 -1 -1 0 -1 -1 -2 -3 -1 ★ -4

整備区間

対策区間

距離標（空間単位：1km）

略　図

評価値（R5）
代表区間(★)との評価値の差

保全区間

ⱡ

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

2 4 4 3 5 5 5 5 3 1 0 1 -1 2 2 1 0 1 0

-3 -1 -1 -2 ★ 0 0 0 -2 -4 -5 -4 -6 -3 -3 -4 -5 -4 -5

整備区間

対策区間

距離標（空間単位：1km）

略　図

評価値（R5）

代表区間(★)との評価値の差

保全区間

Ợ ─♩כ◦ ─

Ợ ─ ─♩כ◦

【解説】

河川環境管理シート

河川環境を定量的に

把握し、河川改修、自

然再生事業、維持管

理などあらゆる機会を

利用して、河川環境の

整備と保全を推進する

ことが目的

1km毎の評価項目の

データは水国の結果

等を活用

生息場の環境要素

の多い区間が、評価値

が高く、環境が良好な

ところとなる

Ợ ─ ─♩כ◦

代表区間との差が大きい区間、保全区間が主な整備・対策対象

Ợ ⌐⅔™≡ ─ ⅜ ™

市街地

農耕地

農耕地

市街地

汽水域で対応
の必要性が高い区間

汽水域で対応
の必要性が高い区間

松島湾

石巻湾

石巻市

追波湾
涌谷町

美里町

大崎市
登米市

江合川

新
江
合
川

北
上
川

対応の必要性が
高い汽水域（河口～17.2k）

対応の必要性が
高い汽水域（7～16k）

北上
大堰

4

【解説】
代表区間：評価値が相対的に良好であり、その河川の環境の目標となる
保全区間：特殊・重要な環境要素を含む

צּ ךּ



３．北上川下流の課題と自然再生の必要性 現状 震災後の地盤上昇

¸ 東北地方太平洋側の地盤は、東日本大震災で沈下しましたが、地震直後から上昇に転じ、現在も地盤上昇が継続しています。

¸ 北上川下流に最寄りの電子基準点「河北」の地盤高は、震災から13年後で震災前より13cm上回っています。

¸ このため北上川下流の高水敷では乾燥化が進み、ヨシ原の外来植物群落への変化、ヒヌマイトトンボの生息環境が悪化する要因になっています。

 

北上川 

旧
北
上

川 

鳴
瀬
川 

河 北

Ｓ石巻北上

女 川

牡 鹿

涌 谷

矢 本

【解説】

電子基準点

国土地理院が全国約1,300か所に設置して

いる人工衛星による地盤の観測点です。

高水敷・河川区域

河川区域は下図のように区分されます。

余効変動

大規模地震後に地盤がゆっくり動き続ける

現象です。熊本地震や能登半島地震でも観

測されています。英語ではスロースリップと呼

ばれ、アラスカやチリ等での大規模地震後に

観測されています。

観測局名
本震後
(H23)

1年後
(H24)

2年後
(H25)

3年後
(H26)

4年後
(H27)

5年後
(H28)

6年後
(H29)

7年後
(H30)

河北 -57 -43(+14) -36(+7) -29(+7) -24(+5) -19(+5) -14(+5) -9(+5)
S石巻北上 -75 － -68(+7) -61(+7) -55(+6) -50(+5) -44(+6) -39(+5)
女川 -84 -72(+12) -64(+8) -57(+7) -50(+7) -44(+6) -39(+5) -33(+6)
牡鹿 -110 -99(+11) -91(+8) -84(+7) -78(+6) -72(+6) -66(+6) -61(+5)
矢本 -47 -35(+12) -27(+8) -21(+6) -15(+6) -11(+4) -6(+5) -2(+4)

観測局名
8年後
(H31・R1)

9年後
(R2)

10年後
(R3)

11年後
(R4)

12年後
(R5)

13年後
(R6)

累積
H25以降の
年平均

河北 -5(+4) -1(+4) +5(+6) +8(+3) +9(+1) +13(+4) +70 +5
S石巻北上 -35(+4) -30(+5) -24(+6) -20(+4) -20(±0)-16(+4) +59 +5
女川 -29(+4) -24(+5) -18(+6) -14(+4) -13(+1) -8(+5) +76 +5
牡鹿 -56(+5) -51(+5) -44(+7) -39(+5) -35(+4) -30(+5) +80 +6
矢本 +2(+4) +6(+4) +12(+6) +13(+1) +16(+3) +19(+3) +66 +5

◆北上川下流近傍の電子基準点の震災後の地盤高変化（cm）

◆北上川下流近傍の電子基準点のH15年以降の地盤高の変化

H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 H31 R3 R5
6.9

7.1

7.3

7.5

7.7

7.9

8.1

(T
P

m
)

H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 H31 R3 R5
36.1

36.3

36.5

36.7

36.9

37.1

37.3

(T
P

m
)

H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 H31 R3 R5
41.7

41.9

42.1

42.3

42.5

42.7

42.9

(T
P

m
)

S

H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 H31 R3 R5
48.5

48.7

48.9

49.1

49.3

49.5

49.7

(T
P

m
)

57 ｃｍ沈下

R6 .3. 11で 70 ｃｍ上昇

84 ｃｍ沈下

R6. 3. 11で 76 ｃｍ上昇

H24. 4. 2 ～R6. 3. 11で 59 ｃｍ上昇

47 ｃｍ沈下
R6. 3. 11で 66 ｃｍ上昇
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３．北上川下流の課題と自然再生の必要性 課題①ヨシ原の外来植物への変化

¸ 北上川の象徴であるヨシ原は、東日本大震災の影響で河口～17.2k（北上大堰）では61haが消失。そ

の後の回復面積は19ha（消失面積の32％）に留まっています。

¸ ヨシ原は、ヒヌマイトトンボをはじめとする汽水域の多様な生物の生息環境ですが、外来植物への変化

が進んでおり、保全・再生・創出が課題となっています。また、地域の伝統産業・文化を継承するため

にもヨシ原の存続が必要です。

Å 北上川の広大なヨシ原は「日本の音風景

100 選※」「日本の重要湿地500※」

「重要里地里山500※」に選定されてい

る地域の原風景です。現在では全国でも

数少ないヨシ生産地でもあります。

※環境省選定

Å 北上川河口のヨシ原は「東北生態系ネッ

トワーク推進基本計画(案)」（H30）で

は生態系ネットワークの形成拠点となる

主な水辺に位置づけられています。

Å 震災の津波と地盤沈下によるヨシ原の消

失は下流側ほど顕著でした。回復が下流

側ほど遅れているのは、地盤沈下により

冠水時間が長くなったことが主な要因で

す。回復遅延は地盤上昇により緩和され

つつあります。

Å 一方、震災の影響が少なかった、また回

復した上流側のヨシ原は、地盤上昇によ

る乾燥化のために外来植物（イタチハギ、

セイタカアワダチソウ）に変化し、減少

し始めています。

112.9

92.7

128.3

1.6

2.5

27.5

0 50 100 150 200

R5

H25

H20

еЄἪ еЄӟᵰχ Ἢ

155.8

95.2

114.5

ˢhaˣ

61ha消失

19ha（消失面積の32%）回復

震災前：H20年

震災直後：H25年

震災から12年：R5年

Ợ 17.2k ⌐⅔↑╢ꜜ◦ ─ ─

Ợ 17.2k ─ꜜ◦ ─

ẑ צּ פּ Ṅ

ẑ

ẑ צּ
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7◆北上川汽水域におけるヨシ等の植生分布の変化

３．北上川下流の課題と自然再生の必要性 課題①ヨシ原の外来植物への変化

¸ 水国や震災後モニタリングの調査結果と文献から、ヨシと主な外来植物の生育条件を整理し、地盤上昇が継続した場合の将来予測を行いました。

¸ 北上川のヨシ群落は、現状までは回復基調でしたが、震災前の状態には戻らない予測となりました。これはヨシ刈り・焼きにより維持されてきたヨシ原、

回復したヨシ原が外来種のイタチハギに変化してしまうためです。

¸ 旧北上川のヨシ原は、既に減少し始め、外来種のセイタカアワダチソウが増加しており、20年後には震災前の20％程度に減少する予測となりました。

¸ また、ヒヌマイトトンボ等の湿地性動物の生息環境となっている標高0.4m未満のヨシ原は、将来はほとんどなくなってしまう予測となりました。

¸ 以上から、北上川下流の生態系基盤であり生業の場でもあるヨシ原の保全・再生・創出は喫緊の課題であり、早急な整備・対策が必要な状況です。
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◆ヨシ等の植生面積の変化
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予測：R11(5年後)＿整備・対策なし

予測：R26(20年後)＿整備・対策なし

現況：R5
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図の凡例

■セイタカアワダチソウ群落

■イタチハギ群落

■ヨシ以外の抽水植物群落

■ヨシ群落（標高0.4m以上）

■ヨシ群落（標高0.4m未満）

ẑ
צּ

ẑ אלצּ

グラフの凡例
■セイタカアワダチソウ群落■ヨシ以外の抽水植物群落
■イタチハギ群落 ■ヨシ群落（標高0.4m以上）

■ヨシ群落（標高0.4m未満）

【解説】ヨシ等の植生分布の予測条件
Å 範囲：北上川は河口～17.2k北上大堰、旧北上川は6～21k
Å １年の地盤上昇：電子基準点「河北」の最近3カ年平均の2.5cm
Å 震災の影響を受けた北上川（河口～8.2k）のヨシ群落の１年の回復：

根の広がりによって周辺に2mずつ
Å 外来種群落への変化：標高が1.5mになると、北上川ではイタチハギ、

旧北上川ではセイタカアワダチソウに変化



３．北上川下流の課題と自然再生の必要性 課題②ヒヌマイトトンボ生息環境の悪化

¸ 全国的に有名だった北上川河口のヒヌマイトトンボ生息地は東日本大震災の津波と地盤沈下のために消失しました。

¸ 震災後、北上川下流に東北唯一の個体群が生き残っていることが確認されましたが、生息地と個体数は生息環境の悪化のために減少傾向にあります。

¸ 生息環境の悪化は地盤上昇による生息地の乾燥化が要因と考えられ、実際に生息地の冠水時間は年々減少しています。

¸ このためH27年からヒヌマイトトンボ生息地の環境改善（水路状の湿地創出）を開始しています。現在、環境改善は河川協力団体等が担っており、河川管

理者が支援し、地域連携活動として定着していますが、生息地の減少は続いています。
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◆北上川Ｂ地区の年間冠水時間の変化◆ヒヌマイトトンボ生息地の環境改善（R5年の北上川C地区）

¸ 冠水時間は生息地に水がある時間

¸ 震災後の地盤上昇により、生息地の

冠水時間は年々減少

【解説】

ヒヌマイトトンボ

■日本最後のトンボの新種

1971年に宮城県と茨城県涸沼

で発見され、翌年に新種記載

■北上川は世界分布の北限

■レッドリストは最高ランク

日本の生息地は15カ所程度。

環境省・宮城県：絶滅危惧з類

■保 護

茨城町（涸沼）・市川市（江戸

川）：天然記念物

福島・茨城・千葉県、京都府：

条例で採集禁止

■生態・大きさ

汽水域（海水が混じる河口部）

のヨシ原にのみ生息し、天敵や

他のトンボとの競合を避けてい

る。昆虫としては珍しく塩分耐性

があるなど、河口のヨシ原の環

境に適応。成虫は日本のトンボ

では最小クラスの30ｍｍ。幼虫

は羽化前で18mm程度

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

河口右岸 × × × × × × × × × × × × ×

A × × × × × × × × × × × × ×
B ● ● × × ● ● × ● ● ● ● ● ●
C ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
D ● ● × × × × × × × × × × ×
E － － － ● ● ● ● × ● ● ● ● ●
F － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
G － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H － － － ● ● ● ● ● ● × × × ×
I － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
J － × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
K － － － × × ● ● ● ● ● × × ×
L － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 4 3 8 9 10 9 9 10 9 8 8 8
※ ●確認あり、×確認なし、－調査未実施、■環境改善

確認地区数

北
上
川

河川
調査
地区

震災後の確認状況　※

旧
北
上
川

Ợ ⱥ♯ⱴ▬♩♩fiⱲ─
「日本のトンボ改訂版」（尾園・川島・二橋，2022年4月）、

18都府県のレッドデータブックを基に作成

ṕ Ṗ ṕ Ṗ
B R5/7/19

5/27：人力での水路状の湿地創出

作業状況 作業後

6/3：作業から1週間後

満潮時に河川水が入る

※関東・東北豪雨の影響

※

H26
︡

ẑ ḭR3 ḭ
ẑ ḭR4 Ṍ צּ

J ṕ Ṗ

ךּ Ḳ
צּ

◆ 北上川下流における震災後のヒヌマイトトンボの確認・環境改善の状況

ヒヌマイトトンボの幼虫
北上川C地区H29/7/14

ヒヌマイトトンボの羽化当日の成虫
北上川C地区R6/7/16

אל צּ ךּ



北上川下流の本来の河川環境の再生を目指す「北上川下流自然再生計画」では、以下の理念・基本方針に
基づき、流域の自然的・社会的な地域特性を考慮した目標を設定することとしました。

◆理 念
北上川下流は多様な生物のゆりかごとなっている貴重な環境であるだけでなく、汽水域は全国でも数少ないヨシ生産地であり、東北生態系ネッ

トワークの形成拠点となる主な水辺にも位置づけられている。本自然再生計画は、汽水域ではヨシ原を基盤とする本来の生態系を後世に引き継ぐ

ための施策を治水・利水・河川区域の利活用との調整を行いながら進め、震災後の地域振興・連携も図る。中・長期的には淡水域を含む北上川下

流全体の豊かな環境の保全・再生・人と川との良好な関わりの創出に努める。また、過去の良好な自然環境の再生を図りつつ、20年に及ぶ計画

期間の中で変化する社会情勢に合わせて新しい技術・取り組み・価値観を取り込んだ地域創生を目指す。

◆基本方針

【保 全】 東日本大震災を経て現在も残っている良好な河川環境（生息場）は、必要に応じて改善や維持管理も行い適正に保全する。

【再生・創出】 震災により消失・劣化した河川環境については、治水・維持管理と一体的に再生を図る。また、北上川下流の広い河川区域

を活用して多様な環境（ヨシ原、湿地、砂礫地など）や人と川との良好な関わりの創出を図る。

【モニタリング】 残っている河川本来の良好な環境、震災の影響から回復過程にある環境、再生・創出した環境についてはモニタリング調査

を行い、河川環境の保全・再生・創出技術を蓄積するとともに、順応的・合理的に維持・管理・改善していく。モニタリン

グ項目は、再生等の指標となる生物に加えて、その生息・生育を左右する地盤高や汽水域特有の物理環境とする。

【地域振興・連携】 当地域の歴史・文化・産業も踏まえて河川環境を資源として捉え、ヨシを利用した伝統産業を維持するとともに、環境教育

に活用するなど河川環境の新しい価値を見出すとともに、これらを地域全体で保全する自立的活動、地域連携に結び付くよ

うにすることで震災後の持続的な地域振興を支援する。

【広域的な視点】 生態系ネットワークや流域治水も考慮し、堤内地や流域全体との生物の移動経路や渡り鳥・回遊魚の保全、グリーンインフ

ラの向上への寄与も検討しながら整備を行う。

【効率化、ＤＸの推進】複数の整備（工事を伴うもの）と対策（工事を伴わないもの）は組み合わせ、または一体的に行い、効率化、相乗効果の発

現、コスト削減を図る。整備・モニタリングの効率化にあたっては、三次元データ、GIS等のデジタル技術を活用する。

ₒ ₓ ♦☺♃ꜟ♩ꜝfi☻ⱨ◊כⱷכ◦ꜛfi─ ⁹ ⇔√♦☺♃ꜟ ╩ ⇔⁸ ₁─ ╩╟╡ ™ ┼ ∆╢╙─⁹

♃כ♦ X Y ⌐ Z ⅝ה ↕ ╩ ⅎ√ ה ⌂ ╩ ⁹♃כ♦≈ ≢╙ ─ ╛ ╛ ─ ⌐ ™╠╣≡™╢⁹

◦☻♥─ ⁹ ₁⌂ ─ ╛ ╩◖fiⱧꜙכ♃כ ≢ ה ה ∆╢╙─≢⁸ ─ ≢╙GIS≢ ─ ╩ ∫≡™╢⁹

４．自然再生の目標 理念・基本方針
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◆目 標
『ヨシ原を基盤とする北上川水系の汽水域ならびに北上川下流が本来持っている生態系機能及び歴史・文化豊かな河川環境を保全・再生・創出するとと

もに、川での生業や川と地域社会とのつながりを再構築する。』

■目標設定について
①「ヨシ原を基盤とする震災前の北上川水系の汽水域の生態系機能」

ヨシ原は一見単調な植生に見えますが、ヨシキリ類やヨシゴイ、ヒヌマイトトンボやカスミササキリなど様々な生物の生息場となっています。

初夏の北上川のヨシ原＿様々な生物が世代を繰り返している

４．自然再生の目標 目標

10

②「北上川下流が本来持っている生態系機能」

河川は流水生態系として陸と海を繋ぎ、川と海とを一生の間に行き来する回遊魚にとっては、その連続性は特に重要です。また、河川は渡り鳥の

繁殖地・越冬地・中継地ともなっており、地球規模の生態系ネットワークの基軸となっています。

しかし、東日本大震災により北上川水系の陸域は大きなダメージを受けました。現在、自然の営力により徐々に回復してきていますが、大地震後

の地盤の余効変動等による環境変化のために湿地性生物の生存が脅かされており、場所によっては人が手を加えないと生態系機能の維持が困難な状

況となっています。

③なぜ「震災前」なのか。

北上川と旧北上川の分流部では、旧北上川沿川の安全度向上を目的とした脇谷・鴇波水門の再整備が平成20年に完了しました。大規模な治水事

業後となり、ヨシ刈り・焼き等の川での生業も継承され、現在よりも良好であった震災前の平成20年頃のヨシ原に近づけることを目標とします。

震災による河口砂州の消失と震災後の地盤上昇により陸域面積が変化しているため、ヨシ原の面積割合を目標指標とします。また、ヨシ原に依存

する希少種であるヒヌマイトトンボの保全には生息地が近距離で連続して分布していることが重要であることから、現生息地の保全と旧生息地を再

生し連続性を向上させることを目標とします。

④「川での生業や川と地域社会との繋がり」

川と地域社会の繋がりは近年では希薄になってきていますが、ヨシ原には環境教育の場、観光資源としての新しい価値も見出されてきており、

本自然再生計画は生活様式や社会情勢の変化も踏まえて、川と地域社会の繋がりを再構築するものです。

北上川下流自然再生の目標イメージ 北上川のヨシ焼き



◆環境の連続性の重視
北上川水系においてヒヌマイトトンボが震災を経て生息できているのは、河川縦断（上下流）方向の環境の連続性がヨシ原等によって維持されている

ことが大きな要因になっています。北上川では震災前よりも若干向上しており、これは復旧・復興事業での環境の保全・創出の効果と考えられます。こ
のため本自然再生計画では、生態系機能として在来植生による環境の連続性も重視します。

◆北上川の在来植生による環境の連続性の変化と予測

◆在来植生によるの連続性の
変化と予測

β

45.3%

47.2%

55.2%

57.8%

50.0%

54.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

H20 R5 R11

38.1%

30.4%

48.6%

38.8%

49.2%

42.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

H20 R5 R11※7～16k

ẑ ḭ אל ףּ ḭ
ךּ כֿ צּ

予測：R11(5年後)

現況：R5

震災前：H20年

ẑ ḱ וֹףּ
ḱ

連続性
護岸・構造物

R5(現況)

R11(予測5年後)

H20(震災前）

【解説】在来植生による環境の連続性の算定方法

β 5m ─ ⅜

╛ │ ╩ ⇔⌂™╙─≤⇔√

旧北上川汽水域

北上川汽水域

４．自然再生の目標 環境の連続性の重視
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¸ 区間における課題や状況に応じて、北上川は３地区、旧北上川は２地区に区分（ゾーニング）します。

¸ 各地区での課題に応じて、整備（工事を伴う）・対策（工事を伴わない）を実施し、全ての地区で順応的管理を実施します。

¸ 整備・対策は、河川協力団体、ヨシ生産者、漁業協同組合にヒアリングを行い、地域のニーズも反映させています。

Ệ

Ệ

ᵫ Ệ

ו

Ὦ
ԁ

Ệ

石巻専修
大学

ₒ ᵒ 11 16kx

ừ ⌐╟╢ꜜ◦ ─ ה

─ ─
ừⱥ♯ⱴ▬♩♩fiⱲ ─
ừ ─
◖♅♪ꜞ ─

●環境学習の支援：
ヒヌマイトトンボ観察会等

ヒヌマイトトンボ観察会

ₒ ᵓ 11 17.2k( )ₓ

ừ ⌐╟╢ꜜ◦ ─ ה ⁸
─

ה ─ ◖♅♪ꜞ ─
ừ
ừⱥ♯ⱴ▬♩♩fiⱲ ─
ừꜜ◦ ה╡ ⅝─

ₒ ᵑ 7 11kx

ừ ⌐╟╢ꜜ◦ ─
ừ ה ⌐≈™≡─

≤─

ₒ ᵒ 3 11kx

ừ ⌐╟╢ꜜ◦ ה ─ ה
ừ
ừⱥ♯ⱴ▬♩♩fiⱲ ─
ừꜜ◦ ╡≤ⱥ♯ⱴ▬♩♩fiⱲ─ ─

ừ ─ ꜜ◦ ה ╡ ╡
ⱥ♯ⱴ▬♩♩fiⱲ
ừꜜ◦ ה╡ ⅝─

ヨシの移植
（出典：宮城県仙台二華中HP）

ₒ ᵑ 3kₓ

ừ ≤ ─⸗♬♃ꜞfi◓
ừ►ⱵⱵ♪ꜞ ─ ─

対

河口の地形と生物相は未だに回復・変化過程

地

◆北上川下流自然再生のゾーニングと整備・対策メニュー

凡 例
整 整備

対策対

学 環境学習・学術研究

地域連携・振興地

【解説】順応的管理

╩ ℮ ╩

╡ ℮√╘─ ⅎ ≢⁸
╛ ─

⌐ ™╠╣╢⁹

≢│⁸ ─
╩ ⇔≡™╢⅜⁸∕
─ ╙⸗♬♃ꜞfi◓

╩ ™⁸ √⌐ ⇔√
─ ╙ ™⌂

⅜╠ ╩ ↑≡™╢⁹

広い高水敷の活用例：
人工裸地はコチドリ等の繁殖場とする

旧北上川に隣接する石巻専修大学

整 対 地 学

整 地

整 地 学

整 対 地

学

５．整備・対策メニューの概要 ゾーニング
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¸ 高水敷掘削により外来植物を駆除し、ヨシ原と湿地環境を再生・創出します。（北上川1地区、旧北上川2地区）

¸ 外来植物が繁茂している地区は植生置換を行い、ヨシ原を再生・創出します。（北上川2地区）

¸ ヒヌマイトトンボ生息地の環境改善を行い、湿地環境を創出します。（北上川2地区、旧北上川3地区）

地域連携活動として定着している人力での作業と維持管理も継続します。（人力のみ：北上川･旧北上川 各1地区）

¸ 整備は15年かけて必要性・効果の高い地区から行います。モニタリング(整備中・整備後5年間)により効果を検証し、必要に応じて計画の見直しを行います。

－コラム①：北上川のヨシ利用の歴史－

Õ 1911～1934年にかけて実施された追波川の旧河道を拡幅する大規模改修により、宅地

や農地（主に水田）だった場所が高水敷となり「汽水域のヨシ原」となった。

Õ 日本有数規模のヨシ群落が河口から上流10kmにかけて広がっていた（150ha、満潮時

は全体の2/3程度が冠水）。適度な塩分濃度で生育することから、繊維が引き締まった硬

く丈夫で大型のヨシが採れていた。

Õ 1979年に北上大堰が稼働してから、河口付近の塩分濃度が上昇し、良質のヨシは上流側

でのみ採れるようになっていた。

Õ 1996年：日本の音風景100選、2001年：日本の重要湿地に選定される。

Õ 2000年代前半には、需要の減少により刈り取りは30ha程度となった。

Õ 刈り取られたヨシは高度成長期頃まで、建築資材や簾、海苔簀、飼料、肥料等、自給用・

販売用に多用途に使われ、各世帯の生活の糧、地域運営資金源として、地域ぐるみで有効

活用されていた。

Õ 屋根の葺き替えについては、民家では減少しているが、1960年の旧有備館を始め文化

財については全国的な需要が増えている。

北上川のヨシ刈り ヨシ焼き

出典：『「コモンズ」としてのヨシ原生態系活用・保全の理論・展開・課題 －北上川河口域をフィール

ドとして』（塚本善弘,2007）岩手大学人文社会科学部紀要81

有限会社熊谷産業HP https://www.kayabukiyane.com/

写真提供：有限会社熊谷産業

■整備地区：計12地区（北上川6地区、旧北上川6地区）

■整備スケジュール

◆河川別・区間別の整備スケジュール

◆ 整備範囲と河川毎の概要

北上川（6.2～17.2km北上大堰）の整備概要

旧北上川（7～16km）の整備概要

еЄᾖ
ƱƭƵƘƪƪǃƴǄ

ḕẽ

2 Ỹ ̔ ̔ ̔

Ṑ► 3 Ỹ ̔

χϙ 1 Ỹ ̔
ḕẽᵠ

‰ ἕ⌡

Ỹ
ᵰ

ἄ

ʾ™ ʾ

ẑ ︡ צּ ḭ לּ

еЄᾖ
ƱƭƵƘƪƪǃƴǄ

ḕẽ

1 Ỹ ̔ ̔ ̔

2 Ỹ ̔ ̔

Ṑ► 2 Ỹ ̔

χϙ 1 Ỹ ̔

ʾ™ ʾ
ᵰ

ἄ

‰ ἕ⌡

Ḋ

Ỹ

ḕẽᵠ

ʿ ʿЯИЌзрϽ

ヒヌマイトトンボ生息地の環境改善

旧北上川

①
（7～11k）

高水敷掘削によるヨシ原の再生・創出

②
（11～16k）

高水敷掘削によるヨシ原の再生・創出

ヒヌマイトトンボ生息地の環境改善

中・長期：10年
（R17～26年）

北上川

②
（3～11k）

高水敷掘削によるヨシ原の再生・創出

ヒヌマイトトンボ生息地の環境改善

③
（11～17.2k
　北上大堰）

高水敷掘削によるヨシ原・水路の再生・創出

植生置換

河川名 区間 整備
短期：5年
（R7～11年）

中期：5年
（R12～16年）

５．整備・対策メニューの概要 整備概要・スケジュール
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－コラム②：ヨシの特性－

【ヨシとは】

Õ イネ科 ヨシ属 の多年草、抽水植物（塩生植物とされることもある）

Õ 別名：アシ（葦、芦、蘆、葭） 関東ではアシ、関西ではヨシと呼ばれる

Õ ヨシ属は、全世界（主に熱帯～温帯）の湿地帯に分布し、日本には以下の3種が分布する。

種名 分布・生育環境 

ヨシ 日̧本のヨシはユーラシア亜種（別に北米亜種がある） 

湖̧岸、沼沢地、放棄水田、河川の下流域、海岸塩沼地など（主にシルト・粘土混じりの砂質土壌）、各地

の湿性地に広く生育し、大群落を形成する。 

土̧質に対する適応性は幅広いが、礫地は不向き。 

ツルヨシ 日̧本の亜熱帯～本州、中国、朝鮮半島など 

河̧川の中流域～上流域の、水辺からやや陸寄りの河川敷の砂（礫）地（水際の不安定な環境）に生育

し、中規模の群落を形成する。 

セイコノ ヨシ 日̧本の関東地方以南、アフリカ～オーストラリアの熱帯～亜熱帯 

河̧川の下流域や海岸付近の、ヨシより陸地側（河川敷の堤防寄り）のやや乾燥した粘土質の場所（洪

水時にも冠水しにくい安定した環境）に生育し、小規模の群落を形成する。 

 

【ヨシの形態・生態】

Õ 高さは1～3m。葉は長さ20～50cm、幅2～3cm

で細長い。

Õ 8月後半～9月に暗紫色の花序を伸ばし開花する。

Õ 種子は、秋～冬に風、水流、水鳥などによって運ば

れ、翌年の初夏に発芽する。

Õ 地下茎でも旺盛に増え、大群落を形成する。地下茎

は、地表から深さ約20cmに伸びる場合が多く、条

件が良ければ1年で水平方向に約5ｍ伸びる。地下

茎は、各節から発根し、茎を多数生じさせる。
北上川産ヨシ（1994年収穫）

高さ3.5 ｍ

Õ 近年、北米原産の外来種ヒガタアシが侵入（平成20年に愛知県で初確認）している。日本沿岸に

定着・繁殖するおそれが高まったため、平成26年に特定外来生物に指定されている。

14

■高水敷掘削によるヨシ原・水路の再生・創出（北上川１地区、旧北上川2地区）

干潮時◆高水敷掘削によるヨシ原の再生・創出のイメージ

◆ モデルとした北上川の水路とそこで採捕されたニホンウナギ

♬ⱱfi►♫◑─ ≤⌂∫≡™╢

外来種が繁茂した高水敷
樹木伐採・抜根・
表土掘削

外来種・木本類の
再繁茂を予防

付近のヨシの根茎を
含む表土を巻出し

外来種が繁茂した高水敷
樹木伐採・抜根・
表土掘削

外来種・木本類の
再繁茂を予防

付近のヨシの根茎を
含む表土を巻出し

ꜜ◦ ╩ ⁸ ה
─ ╩

ꜜ◦─ ╩ ╗
⌐ ⅝ ⅎ╢

─ ⁸ ╩
╗ ─ ⅞ ╡

■植生置換（北上川2地区）

◆植生置換のイメージ

干潮時

⅜ ⅜╡⁸ ─ ⅜ ╖
ꜜ◦⌐ ╦╡ ⅜

堤防
地盤上昇

⌐ ⅜ ⌐
高水敷掘削

満潮時
堤防

高水敷

高水敷

満潮時

５．整備・対策メニューの概要 高水敷掘削・植生置換

¸ 高水敷掘削により、外来植物の駆除、ヨシ原とヒヌマイトトンボ生息地の再生・創出を一体的に行います。地区によっては、河川水を導水する水路

を魚類等の生息場とする整備を合わせて行います。

¸ 北上川の区間②③については、外来植物を駆除して植生置換を行い、ヨシ原を再生・創出します。



¸ 震災後の広域的な地盤上昇に対応して、H27年以降、ヨシ原が残るヒヌマイトトンボ生息地を対象に河川協力団体・大学・ヨシ生産者・河川管理者

が協力して人力で水路状の湿地創出を継続しています。この作業・活動は環境改善と称しています。

¸ 環境改善の対象地区は生息地8地区中5地区に増えており、今後は重機も活用した湿地の創出を行います。

－コラム③：ヒヌマイトトンボの生息に適したヨシ原の標高－

【水ヨシの生育標高】

Õ 北上川では水ヨシ（水に浸るヨシ）は標高-0.2～0.8mに生育し、標高0.2～

0.5mに多い。文献※1では標高-0.5～0.2mという報告があった。

【ヒヌマイトトンボの生息標高】

Õ 北上川下流のヒヌマイトトンボ生息地の標高は標高－0.5～0.4mであった。

5/27作業状況 5/27作業直後 6/3：作業から1週間後

満潮時に河川水が入る

◆ これまでの人力での環境改善（R5年の北上川C地区）

◆ 重機を使用した環境改善のイメージ
（写真：p.17の試験施工時の導水路掘削）

重機使用 人力のみ

河口右岸 × × × × × × × × × × × × ×

A × × × × × × × × × × × × ×
B ● ● × × ● ● × ● ● ● ● ● ● ◎
C ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎
D ● ● × × × × × × × × × × × ◎
E － － － ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ◎
F － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎
G － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H － － － ● ● ● ● ● ● × × × × ◎
I － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎
J － × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎
K － － － × × ● ● ● ● ● × × × ◎
L － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎

3 4 3 8 9 10 9 9 10 9 8 8 8 3 5 2
※ ●確認あり、×確認なし、－調査未実施、■環境改善

R4R3R2

震災後の確認状況　※

旧
北
上
川

環境改善

整備区分

高水敷
掘削

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R6R5

地区数

北
上
川

河川 地区

◆ヒヌマイトトンボの確認状況と自然再生計画における整備区分

【ヒヌマイトトンボの生息に適したヨシ原の標高】

Õ ヒヌマイトトンボにとっては水深が深いと天敵が多くなる。文献も参考とする

と、本種の生息に適したヨシ原の標高は0.0～0.4mと考えられる。北上川下流

では、地盤上昇も見込んだ掘削高を設定する必要がある。

文献調査の結果

・水ヨシ：標高-0.5～0.2m

「河口・沿岸域の生態学とエコテクノロジー」鈴木孝男ら(編)（1988）

・ヒヌマイトトンボ：0.2～0.6m

「GISを用いた過去の環境情報データの活用方法 ーヒヌマイトトンボ幼虫の生息域と

その保全に関する解析ー」大石哲也・天野邦彦（2012）
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北上川におけるヨシ群落の生育標高とヒヌマイトトンボの生息標高

群落メッシュ
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-0.5Ṍ0.4m

︡

0.0Ṍ0.4m

標高（ｍ）

ẑ 1.5mצּ נּ
צּ

５．整備・対策メニューの概要 ヒヌマイトトンボ生息環境改善
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◆重要種の順応的管理
ₒ ─ ה ה ₓ

⌐ ⇔≡™√
─℮∟►ⱵⱵ♪ꜞ≤Ɫⱴ♫☻│
⌐╟╢ ⌂ ⅛╠ ⇔╕⇔√⁹

⁸ ≢│▪꜠♅►ꜞ
⌂≥─ ⅜ ⇔⁸

⇔≡™╕∆⁹
↓─√╘⁸ ─ ╩

⇔⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹
ウミミドリ群落

わずか1株から
群落を形成するまで回復

(R5/5/21)

アレチウリの駆除

(R3/9/23)

R4年からは河川協力団体が駆除

¸ 対策としては、北上川河口における「地形と生物相のモニタリング調査」「重要種の順応的管理」、「ヨシ刈りとヒヌマイトトンボ生息地保全の調

整」「環境学習の支援」「地元大学との環境保全・活用の連携」を継続・検討します。

■北上川
◆地形と生物相のモニタリング調査
ₒ ─ ה ה ₓ

│⁸ ─ ≤
⌐╟∫≡ ⅜ꜞ☿♇♩↕╣

╕⇔√⁹↓─╟℮⌂ │
≢│⌂ↄ⁸ ─ ─
≤∆╢√╘⁸ ⇔≡ ─

╩♃כ♦ ⇔╕∆⁹
⸗♬♃ꜞfi◓│ ⌂ ≢
⇔╕∆⁹ ─ ה
ה │10 ─√╘⁸
⌐╙ ╩ ™ ╩ ⌐
⇔╕∆⁹

◆ヨシ刈りとヒヌマイトトンボ生息地保全の調整

ₒ ─ ה ה ₓ
≢│ヨシ刈り・焼きとヒヌマ

イトトンボの生息が両立していま
す。

H29年からヨシ生産者とヨシ刈り

範囲を調整し、ヒヌマイトトンボの
生息地を保全しています。なお、ヨ
シ焼きは本種の生態に影響ないこ
とを確認しています。

ヨシ生産者との保全範囲の調整 保全範囲の目印ポール

(R3/12/16)

12月に保全範囲の目印ポールを立て、ヨ
シ焼き前に撤去。河川協力団体が作業

(R4/12/16)

■北上川・旧北上川
◆環境学習の支援：ヨシ移植・刈取り、ヒヌマイトトンボ観察会

ₒ ─ ה ה ₓ
⌐│⁸ ─

─ ─ ≤⌂╢ꜜ
◦ ⅜№╡⁸ⱥ♯ⱴ▬♩♩fiⱲ
⅜ ⇔≡™╕∆⁹

╙ ⌂ ─
─√╘⁸ ⅜
∆╢ ╩ ⇔╕∆⁹ ヨシ刈り体験

(R5/2/25)

■旧北上川
◆地元大学との環境保全・活用の連携

ₒ ─ ה ה ₓ

─ │ ∆╢ ─ ⱨ▫כꜟ♪
≤⌂∫≡™╕∆⁹

≤ ─ ה ⌐≈™≡ ╩ ╡╕∆⁹

南境地区をフィールドとした
卒論テーマの論文発表例

５．整備・対策メニューの概要 対策の概要
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震災直後：H21/3/19 震災後：R4/9/10

震災前の砂州の形状

◆空中写真における北上川河口部の地形変化



◆モニタリングフロー

 
単管パイプ

塩ビ管

Ợ ה ─כ●꜡ ▬ⱷכ☺

◆物理環境調査の例

６．モニタリング計画

¸ モニタリング調査は必要に応じて整備･対策前から実施し、結果は委員会に報告します。

¸ 生物調査では、指標種と保全種についての調査に加え、植物相・鳥類相・昆虫相の把握を行います。

¸ 物理環境調査としては、空撮・測量・流況・水質・地盤高等のデータも収集・整理します。整備箇所の冠水時間等はデータロガーにより計測します。
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◆生物調査の例



河川協力団体が案内役となる
宮城県仙台二華中学校の

北上川干潟での生物調査（R5/5/23）※※写真提供：NPO法人りあすの森・有限会社熊谷産業

◆北上川下流自然再生計画の推進体制

河川協力団体と河川管理者との意見交換会
（R5/10/17）

ヒヌマイトトンボ生息地の環境改善
河川協力団体3団体・3大学・ヨシ生産者・
河川管理者が協働（R6/5/25,31）

ヨシ生産者・河川協力団体の指導による
ヨシ紙すきでの卒業証書づくり
北上小学校（R5/1/27）※

第2回 北上川下流・鳴瀬川環境検討委員会
（R6/2/14）

ヒヌマイトトンボ観察会
環境改善を行った河川協力団体、大学、ヨシ生
産者、河川協力団体、河川管理者が参加

（R6/7/20）

７．自然再生計画の推進体制と波及効果 推進体制・地域連携

¸ 自然再生計画の目標達成と合わせて、各主体が自然環境を活かした地域づくり、ネイチャーポジティブ・ＳＤＧｓの達成に向けて連携していきます。

¸ 北上川下流では、小中学校・大学、河川協力団体、ヨシ生産者などがヨシ原やヒヌマイトトンボの保全、環境教育の場としての活用を始めています。

¸ 行政は「北上川下流・鳴瀬川環境検討委員会」の意見を踏まえ、地域の関係主体に対してワークショップ・連絡会・意見交換会等を通じて情報共有

と活動支援を継続的に行います。
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地域住民、ＮＰＯ、
河川協力団体

川とのふれ合い、環境保
全、環境・生涯教育

一次産業（ヨシ・水産物・
農産物）・漁協・農協、
二次産業（製造業等）、
三次産業（観光等）

自然資源の利活用・管理

河川管理者
国土交通省

【北上川下流河川事務所】
自然再生、

河川整備、維持・管理
河川協力団体等の活動支援

地域振興・連携

地方自治体
【宮城県・石巻市】
環境保全、まちづくり、

地域振興・連携

教育機関（小中学
校・高等学校・大

学・教育委員会）
環境教育、環境保全

環境省
【東北地方環境事務所】
環境保全、地域振興・連携

『ヨシ原を基盤とする北上川水
系の汽水域ならびに北上川下流
が本来持っている生態系機能及
び歴史・文化豊かな河川環境を

自然再生の目標

石巻・川の
ビジターセンター

自然体験、地域の社会活動、
環境教育、エコツーリズム

関係主体によるワークショップ・連絡会・意見交換会などを
定期的に開催し、情報共有と自律的な活動を支援する

北上川下流・鳴瀬川環境検討委員会
専門家

保全・再生・創出するととも
に、川での生業や川と地域社会
とのつながりを再構築する。』

北上川下流の
自然環境
を活かした
地域づくり

ネイチャー
ポジティブ・

SDGｓ



¸ 本自然再生計画の整備・対策を実行することで、地域振興に繋がる様々な波及効果が期待できます。

ה ↕╣╢

◆高水敷掘削によるヨシ原の再生・創出Ҝ ヨシ刈り・焼きの存続 ■ヨシを活用した商品・商品開発

・他地域の事例（クラウドファンディングを活用）
淀川水系：ヨシ糸開発、ヨシ糸素材の衣類や靴下等の商品生産プロジェクト
琵琶湖：ヨシ原保全プロジェクト。返礼品はヨシうどん・ジェラート・マドレーヌ、葦簀

Ợ │⸗♦ꜟ≤⇔√ ─ Ẽ ─
ה ─ ≥↕╢┤ה ╛◒ꜝ►♪ⱨ□fi♦▫fi◓─

北上川のヨシを使った門松
（出典：毎日新聞HP）

出典：宮城県HP

べっこうしじみ
（出典：東北観光推進機構HP）

北上川のモクズガニ鍋
（出典：おさんぽジャパンHP）

北上天然うなぎ
（水国で採捕）

発見されたウナギの
稚魚（R5）

茅葺屋根

ペレット
ストーブ

燃料 灰 古茅 古茅

肥料

ヨシズ・和紙など

ヨシ断熱
屋根、壁など

米
野菜

魚

貝 ヨシ原
田畑

北上川

北上川のヨシの様々な利用
↓文化財の修復

資料提供：有限会社熊谷産業

北上市みちのく民俗村

ヨシ腐葉土米（出典：Foods Bank HP）

・北上川の事例

すだれ（出典：東北工業大学地域文化財研究所）

ヨシ刈り ヨシ焼き

７．自然再生計画の推進体制と波及効果 波及効果
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